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区  分 学級・講座数 受講者数 

金融・保険・税金 271 9,161 

消費者問題 418 33,008 

まちづくり・住民参加 2,199 278,686 

自然保護・環境問題・公害問
題 

2,056 95,614 

料理・食品・食生活 19,730 430,092 

育児・保育・しつけ 20,858 800,564 

公民館における消費者教育・金融経済教育の実施状況 

出典：平成20年度社会教育調査（文部科学省） 

（１） 学級・講座数及び受講者数 
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（全国の公民館数：１５，９４３館） 



公民館における消費者教育・金融経済教育の実施状況 

成人一般対象 151 

女性のみ対象 28 

高齢者のみ対象 171 

その他 62 

金融・保険・税金 ： 合計271 消費者問題 ： 合計418 

成人一般対象 185 

女性のみ対象 22 

青少年対象 5 

高齢者のみ対象 46 

その他 13 

成人一般対象 9,681 

女性のみ対象 2,465 

青少年対象 4,320 高齢者のみ対象 630 
その他 2,634 

成人一般対象 1,136 

女性のみ対象 150 

青少年対象 298 

高齢者のみ対象 125 

その他 347 

青少年対象 6 

料理・食品・食生活 ： 合計19,730 自然保護・環境問題・公害問題 ： 合計2,056 

（２） 対象者別 学級・講座数 
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出典：平成20年度社会教育調査（文部科学省） 

青少年対象    ：青少年を対象とする学級・講座 
成人一般対象  ：成人一般を対象とする学級・講座 
女性のみ対象   ：女性のみを対象とする学級・講座 
高齢者のみ対象  ：おおむね６０歳以上の高齢者を対象とする学級・講座 
その他       ：男性のみ、幼児と保護者など上記以外。複数が対象となっている場合も含む 



社会教育における消費者教育・金融経済教育の取組例 

施設名 学級・講座名 対象・参加世代 内容等 

三重県松阪市松阪公
民館 

はじめて学ぶ「経済・金融
の基礎知識」 

団塊世代。３回連続３０名。 
第１回、２回目は講義形式、第３回はクイズなど
参加体験型ワークショップを開催 

鹿児島県姶良市加治
木公民館 

知っておきたいお金の話 
月１回９回連続。グループ
ワーク２０名 

身近でありながら日頃なかなか周り人に話しづ
らい経済や金融についての知識を９回の講座
で身につける。３ヶ月後のマーケット指標を予想
し、結果が近い受講者を表彰するなど工夫。 

岡山県赤磐市立中央
公民館 

自分でお金を守る時代に
必要な知識を身につけま
しょう 

１８歳から７４歳まで幅広い
（２３名） 

「自分のことは自分で守る時代に」は金融経済
の仕組みや原理の知識が欠かせないことを講
義。初めての取組で基礎、入門編として開講。 

高松市生涯学習セン
ター 

証券学習講座～知って
得する金融と経済の仕組
みを一緒に学んでみませ
んか？ 

全６回シリーズ。「まなび
KAN・CSR教室」の一講座 
一般４０名 

地域の活性化と市民の生涯学習を図るために、
CSR活動に取り組む地元企業や個人事業者の
地域貢献活動の支援として、センターを無料提
供し共催事業として実施。 

仙台市長命ヶ丘市民
センター 

正しく学べるお金の話 
高齢者（４回連続 グルー
プワーク２０名） 

高齢者の割合が多い地域であることから、高齢
者向けの講座の充実を意識しながらも幅広い
世代を対象とした講座を実施。特色ある事業に
「夫婦共学」があり、高齢者夫婦の世帯がこれ
からの夫婦のあり方や自立を考える講座を通し
て身につけることを目的で開設している。 

（１）公民館等による取組 

出典：「社会教育」 
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（財）日本青年館公益事業部が発行している「社会教育」編集部と野村證券株式会社証券開発学習課とのコラボ
レーション企画「経済・金融学習プロジェクト」の協力を得て、公民館等社会教育の場で実施されている事例 



社会教育における消費者教育・金融経済教育の取組例 

NPO法人名 学級・講座名 対象・参加世代 内容等 

兵庫県播磨町NPOまちづ
くりサポートはりま 

自分でお金を守る時代に 
「ことぶき大学」の一講座とし
て実施。６０歳以上３年制 
在籍１５５名  

学習意欲が高い地域。４年前から経済金
融講座を実施、他の高齢者大学から口コ
ミで開始。 

静岡県NPO法人賀茂地区
生涯大学葵学園 

今後の日本経済と暮らし
を考える 

生涯学習大学の一講座とし
て実施。７０名参加。 

目的意識が明確で、学習意欲が高い。有
線放送で録画中継を行っている。しずお
か県民カレッジと連携しており単位加算が
可能。 

施設名 タイトル 対象・参加世代 内容等 

園田学園女子大学総合
生涯学習センター 

暮らしとお金 
４回シリーズ ４年前から実
施。１３５名参加 

公開講座シニア専修コース（３年）で開催。
お金の話は断片的に耳に入ってはいるが、
まとめて知る機会が無いので、役立ってい
ると受講者。 

江戸川大学サテライトセン
ター 

国際金融最前線ー世界
経済・日本経済の新たな
方向ー 

一般教養公開講座 ３回シ
リーズ２７名参加（定員２０
名） 

テーマを明確にし、提供側と学習者のマッ
チングを図ることで受講者を確保 

（２）NPOが実施する高齢者大学による取組 

（３）大学の生涯学習センターによる取組 
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出典：「社会教育」 



大学等及び社会教育における消費者教育の指針（抄） 
 

第３ 社会教育における消費者教育について 

 ２ 社会教育の役割から見た消費者教育の必要性 

（１）自立した消費者の育成 

 教育基本法第３条は、「国民一人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができ
るよう、その生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習することができ、その
成果を適切に生かすことのできる社会の実現が図られなければならない」と規定している。 

 消費生活に関して必要な情報を収集し、適切な意思決定や消費行動をとり、意見を表明し
行動できる消費者を育成することは、学校教育だけで足りるものではなく、成人の学習として、
社会教育においても推進することが求められる。 

（２）地域社会（コミュニティ）の基盤強化 

 地域社会における課題に対し、地域住民の力を統合して解決していくなど、自立した地域社
会の形成が重要とされており、地方公共団体等においては、各個人の学習の支援だけでなく、
地域社会の基盤強化につながる地域全体の教育力を向上する役割が社会教育として求めら
れている。 

 消費者被害や消費者問題は、まさに地域が抱える課題であり、地域ニーズを把握し、地域の
実情に精通した地域住民への学習機会を設け、学習者が習得した成果を地域社会へ還元す
ることにより、課題の解決を図ることが可能となる。自立した地域社会を形成する役割として、社
会教育における取組が求められる。 

7 

平成23年3月30日 文部科学省消費者教育推進委員会において作成。同年5月24日文部科学省より各教育委員会、大学等に通知 



貴教育委員会において、今後、消費者教育を推進するにあたって、課題となること
について教えてください。 

教育委員会の課題 
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出典：消費者教育における国内の取組状況調査 
（平成２２年度文部科学省委託調査） 
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•新たに制定された消費者教育推進法に
基づく教育の推進 

 

•各世代、ライフイベント等学習者に応じた
取組の充実 
 

•地域連携・協働による教育の推進とそれ
を進める人材育成 

今後の検討課題 
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（参考資料） 

   

  ・仙台市長命ヶ丘市民センターの取組  

 

  ・江戸川大学公開講座における取組 

  

   「社会教育」（（財）日本青年館公益事業部発行） 
    「連載：生涯学習としての経済・金融学習の展開」より抜粋 
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　連載；生涯学習としての
経済・金融学習の展開　第100回
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活
発
に
活

動
す
る
消
費
者
、

チ

ャ

レ

ン

ジ
ン

グ

な

人

と
し
て
、

金

融
経
済

の

仕
組
み
や
原

理
の
知
識
を

身
に
付
け
、

い

き

い
き
と

経
済

社
会
を
生
き

抜
く
大

切
さ
を

示
唆
し
た
。

　
そ

の
後
、

グ

ル
ー

プ

に
な
り
、

同
社

仙
台

支

店

の
フ

ァ

イ

ナ
ン

シ
ャ

ル

ア

ド

バ
イ

ザ

ー

（F
・

A

）

課
の
F
A

の
佐

藤
智

宏
氏
、

成
田

美
香
さ
ん
、

菅
野
麻
衣
さ

ん

が

フ
ァ

シ

リ

テ

ー

タ
ー

に
な
り
、

ワ
ー
ク

シ
ョ

ッ

プ
を

鵬

譜ノ つ
／
〔
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実
施
し
た
。

　
出
題
さ

れ

た
5

つ
の
問
題
は
次
の

通
り
。

　
3

者
択
．

形

式
の
問
題
で
、

皆

熱
気
に

溢

れ

討

議
し
な

が

ら

熱
心
に

解
い
た
。

1

番
目

の
問

題
は
、

低

い

確
率
で
も
、

見
た
目

よ
り

は

大
き
く
感
じ
る

問

題
で
、

年
末
ジ
ャ
ン

ボ

宝
く
じ

の
ー

ユ

ニ
ッ

ト

分

（販
売

枚
数
1
0

0

0

万
枚
×

＠
3
0

0

）
を
す

べ
て
購
入
し
、

当

た
り
く
じ
当

選
金
を
す

べ
て

受
け
取
っ

た

場
合
の

払
戻
金
の
合
計
額
の
問

題
で
あ
る
。

　
2

番
目
は
、

地
震
保

険
の
内
容
を

確
認
す

る

問

題
で
、

昭
利
39

年
6

月

に

発

生
し

た

新グループワーク

潟
地

震
を

契

機
に
、

政
府
と

民
間

保
険
会
社

が
共
同

で
運

常
す
る
公

共
性
の
高
い

保
険
と

し

て

創
設
さ

れ
た
地
．

震
保
険
の

記

述
の

選
択

問

題
で
あ
る
。

私
の
参

加
し

た

グ

ル
ー

プ
で
、

フ

ァ

シ
リ
テ

ー

タ
ー

の

菅
野
さ

ん

が

先

の

震

災

で
仕

事
中
に
津
波
体
験
し
、

九

死
に
．

生

を

得
た

話
は
、

津
波
の

恐
怖
と

奇
跡
の

生
還

の
再
び
を
実
感
で
き
た
。

　
3

番
目
は
、

日

本
の
財
政
の
問

題
で
、

財
務

省

の

ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ

に

公
表
さ

れ
て

い

る
2

0
1

2

年

度
末
見
込

み

の
わ
が

国
の

借

金

の

合
計

で

あ
る
日
本
の

国
と

地
方

の

長
期

債
務

脚

グループワーク

の

残
高
を
国
民
一

人
あ

た
り
の
借
金

と
し

て

換
算
し
た

場
合
の

金
額
を
出
す
問

題
で
あ
る
。

　
4

番
目
は
、

金
価
格
の

変
化
と

為
替
の
関

係
を

考
え
る

問

題
で
、

世
界
に

共

通
す
る
価

値
観
を
持
っ

国
際
商
品

の
金

の
国
際
価
格
が
、

ド

ル
建
て

で
史

上
最
高

値
を

つ
け
た

時

点
で

の
ー

キ
ロ

グ
ラ

ム

の
金

地

金
を
円

建
て

の
小

売
価

格
で

購
入
し
た

場
合
の

金
額
を

出

す
問

題
で
あ
る
。

　
最
後

の
問

題
は
、

遺

産

相
統

の
乎

続
き

の

問

題
で
、

い
ざ

と

い

う

時
の
た

め

の
相

統
の

入
門

編
で
、

相

続
が

発

生
し

た

際
の
そ

の
f

続
き

を

示
し

た

記
述
の

選
択
問
題
で
あ
る
。

　
各

課
題

と
も
各
グ

ル
ー

プ

で
F

A

が
中

心

に

な
り
分
か
り
や

す
く
解
説
し
、

質
問
に
答

え

な

が

ら

話
し

合
い

が

進

め
ら
れ
正
解
が

導

き

出
さ
れ
た
。

　

ワ
ー

ク
シ
ョ

ッ

プ
後
に
、

木

村
氏

よ
り
ま

と

め
と
し
て
、

何
事
も

成
就
す
る
ま

で
に

相

当

の

年
月
を
経
な

け

れ
ば
、

そ

れ
相

応
の
成

果
を

得
る

こ
と
は

で
き

な

い

点
を

示
唆
し

て

講

座
を
締
め
括
っ
た
。

3
．

仙
台
市
長
命
ヶ

丘
市
民
セ

ン

タ
ー
と

企

業
と

の
協
働

（1

）
市

民
セ
ン

タ
ー

の
概
要

201210　ネi『会教育一一124
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同
市
民

セ
ン
タ
ー
は
、

1

9

9
3

年
4
月

に

泉
区

拍
番
目

の
市

民

セ
ン
タ
ー
と
し

て

開

館
し
た
。

財
団
法
人

「仙
ム
ロ

ひ
と
・

ま

ち

交

流

財
団

」
が

仙
台
市
か
ら

指
定
管

理
者
と
し

て

指

定
を
受
け
、

管
理
・

運

営
を

行
う
。

周

囲
に

は
1
9

7

5

年

以

降
に
造

成
さ

れ
た

長

命
ク
ー1

団

地
が
あ
り
、

利
川
者

の
約
65

％
が

長
命
ヶ
丘

地
区
、

25

％
が
近
隣
地
区
、

残
り

10

％

が

他
地
区
か
ら
で
、

地

域
に

密
着
し
た

市

民
セ

ン

タ
ー

で
あ
る
。

　
設

概
目
的
は
、

市

民
相
．

亙

の
交

流
と

地
域

活
動

の
振

興
に

資

す
る
と
共
に
、

市

民

の
文

化
の

向
上
及

び
福

祉

の

増
進
に

寄
与
す
る
た

め
、

社
会
教
育
法
に

基
づ
き

設
置
さ
れ
た
。

　
運
営
方

針
に
は
、

（ア
）
社
会
の

状
況
や
市

民

二
ー

ズ

に

的

確
に
対

応
し

た

管

理
運
営
、

（イ

）
経
費
が
市
民
の

税
金
で
あ
る
た
め
、

予

算

の

適
正

か

つ
効
率

的
な

執
行
に
よ
る
経
費

の
節
減
、

（ウ

）
利

川
者
の

意
兄
を
管

理
運
営

に

反

映
さ
せ
、

接
遇
の

向
ヒ
と

利
川
茜
の
症

場
に

立
っ

た

管
理
運
営
、

ヘ
ェ

一

自

己
点
検
、

訓

価
シ
ー
ト

の
活

川
や

体
系
的
な

川
修
の

実
施

C
、

「
口

ね
も
5
訓
哉
u
）

く

り

卦

賊

員
り

業
劣

　
　
」
で
　
　
　
　
【
・

｛

牢

　
年

　
　
　
　
　
　
　
　

止
　
　1

　
　し

　
　
　
『

－

」

じ
J
）
り

ー
ド

刈
ゾ
」

「

ー

ノ
　

ノ
　
，

ー
　
　
　
　

ノ
　
　
　
　
　
　

2
、

市
民
セ

．
’

タ
ー

の

事
業

亀

80

以
土

の
サ

ー

ク

ル
が

活
動
し
、

2

0
1

0

年
度
も
4

万
8
0
0

0

名
を
超
え

る

利
川
者

が
あ
り
、

子

ど
も
か
ら

高
齢
者
ま

で

の

あ
ら

ゆ

る

地

域
住
民

の
支

持
を
得
な

が
ら
、

サ

ー

ク

ル

活
動
の
他
、

地
域
の

生
涯
学
習
活

動

の

拠
点
と
し
て

定
着
す
る
。

　
市
民
セ

ン

タ
ー
の
伊
藤
雅
裕
館
長
は
、

「地

域
性
と
講

座
の
関
係
で
は
、

高
齢
者
の
割
合

が

多

い

地

域
で
あ
る

こ
と
か
ら
、

高
齢

者
向

け

講

座
の
充

実
を

意
識
し

な

が
ら

子
ど
も
向

け
ま

で
幅

広

い
世

代
を

対
象
と
し
た

講

座
を

実
施
し

て

い
る

」
と
話
す
。

地
域
住
民
の

“

と

も

に
学
び
、

と
も
に

つ
く
り
、

と
も
に
育
つ
”

た

め

の
生
涯
学

習
施
設
と
し

て

様
々

な

講

座

を
開
く
。

例
え
ば
、

長
命

（老

壮
）
大

学
や

子
育
て
講
座
、

長
命
ヶ

丘
町
内

の
達
人
講
座
、

フ
レ

ン
ド
ス

ク
ー
ル
、

ク
ッ

キ
ン
グ
、

休
［

講
座
、

歴
史
講
座
、

エ
コ

ラ
イ
フ

講
座
、

サ

ー

ク

ル
体

験
会
、

健

康
づ
く
り

講
座
、

I

T

哩
座
、

各

種
コ
ン

サ

ー

ト
、

市

民
セ

ン
タ
ー

ま

つ
り
、

ボ
ラ
ン

ナ

ィ

ア

育

成
講
座
、

夫

婦

吐

ハ学
、

地
域
懇
談
会

な
ど
が
あ
る
。

　
特
色

あ
る
事
業
に
．
，
た

婦
共

学

［
が
あ
り
、

地

賊

臼

民

　

対
票
に
、

長
命
2
h

地
区
の
高

μ

ヒ
・

　

ー
、

　
、

　

日

尺

ゆ
ー
＼
ー

巾
）
B

げ

　
ハ

狛

目

　
・
．

1

r

ー
　
片
隔

　
　
　
，

P
1
1

1

　
　
　
　
ベ

　
　

　t
I

I

　

／

拍
　
　
　
　

し
ヨ

　
ノ
ラ

　

　

け
ラ

タ

く

ノ
で

　

ノ
コ

ノ
ラ

ノ

リ

才
み
r
　

げ
ノ

妬
ピ
ズ
ー
ノ

　
リ
、

ー
－

ー
ノ
∩

　

　
／

機
会
を
提
供
す
る
。

高
齢
化

社
会
を
ふ

た
り

で
元
気
に
暮
ら
し

て

い
く
た

め

に

共
に
学
び
、

時
間
と
感
動
の
共
有
の

場
を
提
供
す
る
。

　
’

ど
も
向
け

で
は
、

「
フ
レ
ン
ド
ス

ク
ー
ル
」

が
あ
り
、

子

ど
も

た
ち
に

同
じ

教
室
で
学

ぶ

縦
割
り

の

学
習
の

場
を

挺
供
し

放
課
後
の
居

場
所
づ
く

り
を
行
う
。

夏
休
み
ス

ペ

シ
ャ

ル

企

画
と
し
て
、

「
み
ん

な
で
、

学
ぶ
ン

ジ
ャ

ー

！

作
る
ン

ジ
ャ
ー
1

遊
ぶ
ン

ジ
ャ
ー
！
」

が
あ
る
。

さ

ら
に
、

「夏
休
み
あ
そ

び
場
づ
く

り

」
で
は
、

夏

休
み
を

ひ

と
り
で
過
ご

す
子

ど
も
を

対
象
に

様
々

な

体
験
を

す
る
場
の

提

供
を
す
る
。

「丘

の
子
夢
さ

が
し

」
で
は
、

夏

休

み

の

子

ど
も
た

ち

が
ゲ
ー
ム

や
ワ

ー

ク
シ

ョ

ッ

プ

を
体

験
し
、

自

分

の
未
来
を
考
え
る

子

ど
も
の

キ
ャ
リ

ア

講

座
を
開
く
。

他
に
、

「’

ど
も
の
未
来
を
考
え
る

企
画
会

」
で
は
、

r

ど
も

た
ち
の
生

活
環

境
に

関
わ
る
現
代
的

課

題

の
中

か

ら

取
り

組
む
課

題
を

検
討
し
、

曜
座

を
企
画
す
る
、

市

民
セ

ン
タ
ー
の

係
員

の
中
村

弘
氏
は
、
－
r

ど
も
向
け

の

網
座

の
募

集

に

あ

た
っ

て
は
、

地
域

の
小
・

中

学
校

の

協
力
を

い
た

だ

い

た
り
、

児
向

セ
ン
ク
ー

保

看

川
と

の
1
ー

ハ
済
講

叶
為
と
川

域

の
他

の

団

丞
　
　
驚
堀
　
　～

」
亜
れ
乃
　
・

㌃

し
、
・
」

　
　
し
．

ー
日

ポ

　
r

）

㌧
k

　
，

　

　
b
I

k
　
’

　
〆

　
マ

　

ー
　
　
　i

－
　
－

ノ〔〕／2 ／〔〕

引法r

　
　

ー

ー
噂
．

－
ー
曝
ー
鼎

　
，
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経済　1　　い
L甲弓曳 籍95回

u、

ン

機
能
や

情
報
提
供

機
能
、

地
域

の

サ
ー
ク

ル

団
体
　

支

援
機
能
、

生
、

涯
学

習
支
援
機…

能
、

地

域
づ
く
り

支

援
機
能
、

市

民
参

画
機
能
な

ど

が
あ
る
。

老

人

ク
ラ

ブ
も
あ
り
、

老
人

憩

い

の

場
を
会

場
に
し

て

～

ど
も
た

ち

が

そ
こ

に

遊
び
に

来
る

な
ど
異
年

齢
の
交

流
も

盛
ん

だ
。（3

）
関

係
者
の

声

　
木
村

次
長
は
、

今
回

の
講

座
開
講

の
き
っ

か
け

に

つ
い
て
、

「昨
年
の
暮
れ
か
ら
、

仙
台

関係者集合写真（前列左から）野村燈券（株）仙台支店ファイナンシャル・アドバイザ

ー
課ファイナンシャルアドバイザー（FA）成田美香さん、仙台市長命ヶ丘市民セン

ター　中村弘係口、伊藤雅裕館長、野村鐙券（株）投資情報部次長兼証券学習開発課長

木村嘉男氏、野村鐙券（株）仙台支店シニアインペストメントアドバイザー　菅野文男
さん、野村鐙券（株）仙台支店F・A課FA　菅野麻衣さん、（後列中央）同　佐藤智広氏

支

店
の

担
当
者

が

市
内

の
市

民

セ
ン

タ
ー
に

お

声

掛

け
を
し
て
ご

依
頼
を

受
け
た

」
と

話

す
。

荒
町
市
民
セ
ン
タ
ー

で
は
、

「あ
ら
ま

ち

町

民
大

學
シ

ル

バ
ー

セ

ミ

ナ
ー

」
の
中

で

の

講

座
を
開
い
た
。

今
回

の
長

命
ヶ

丘
市

民
セ

ン
タ
ー
で
は
、

プ

ロ

グ

ラ

ム

内
容
を
発
信
し
、

見

て

頂

い

て

か
ら

参

加
募
集

の
ス

タ

イ

ル
を

と
っ
た
。

　
中
村
係
員
は
、

「講
座
を

知
る
き
っ

か
け
は
、

だ

い
た

い

の
講

座
は

紙
ベ
ー

ス

や

ロ

コ

ミ

が

ま

だ
ま

だ
多
い

」
と
話
す
。

今
回

の
講
座
も
、

広

報
と
し
て
、

『市

民
セ

ン

タ
ー

だ
よ
り
』

（5

月
号

）
や

『事
業
ガ

イ
ド

（泉
区
）
』

（5

月
号
）

チ

ヶ
シ
、

ホ
ー
ム

ベ
ー

ジ

で
呼
び
か

け
た
。

ま
た
、

伊
藤
館
長
は
、

「．

震
災
後
は
、

閉

館
中
の
市
民

セ
ン

タ
ー
が
．

再
開

す
る
ま
で
、

隣
接
す
る

地
域
の
方
々

の

利
用
も
多

か

っ

た

」

と

話
す
。

4
．

筆
者
の
視
点

　
生

涯
学

習
を

活
性
化
さ

せ
る

た

め

に
は
、

地
域
社
会

の

絆
が

弱

体
化
し

て

い
る

現
代
、

生

涯
に

わ

た
る
学
習
の

基
礎
と

な
る

子
ど
も

時
代
に
充

実
し

た

学

び
を
実
現
さ

せ
る

こ
と

が

大

切
だ
。

そ

の
た

め
に
、

学
校
・

家
庭
・

地
域
、

そ

の
他
の

関

係
団
体

に
よ
る

相
互
の

連
携
・

協
力
を
、

意
図
的
・

積
極
的
に

生

み

出
す
必
要
が
あ
る
。

　
今
回

の

取
材
に
あ
た
り
、

市

民
セ

ン

タ
ー

で

の
事

業
内
容
に
、

子
ど
も
た

ち

へ
の
取
組

と
し

て

の

学
校
・

家
庭
・

地

域
の
連

携
で
文

部

科
学
省
系

列
の

放
課
後
，

f

ど
も
教

室
推
進

事

業
も

行
わ
れ
、

社
会

教
育
施
設
を
活

用
し

た

生
涯

学
習
活

動
が

展
開
さ
れ
る
。

　
2

0

0
7

年

度
か
ら
始
ま
っ

た

「放
課
後

r

ど
も
プ
ラ
ン

」
は
、

文

部

科
学
省
の

「放

課
後

子

ど
も
教
室
推
進
事
業

」
と

厚
生

労
働

省

の

「放
課
後
児
竜
健
全
育
成
事
業

」
を
．

体
的
に
あ
る
い
は

連
携
し
て

運
用

す
る
こ

と

で
、

地
域
の

ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア

及

び
地
域
に

あ

る

市

民
セ

ン

タ
ー

や

公

民
館
な
ど

の
社
会
教

育

施
設
を

活

用
し

子
ど
も
の
放

課
後

の
活

動

を

よ
り
安
全
・

安

心

な
も
の

に

し

て

い
る
。

ま
た
、

「学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
も
2
0

0

8

年

度
か
ら
実
施
さ
れ
、

地
域
住

民
が

学

校
を
支
援
し
、

学

校
の
二
ー
ズ
と

地
域
住
民

の

パ
ワ

ー

を

継
続
的
に
調
整
・

合
致
さ

せ
る

こ
と
で
学

校

の

諸
問
題

の
解

決

と
～
ど
も
の

成
長
発
達
を

促
進
す
る
。

　
こ

の

よ
う
な

点
を
踏
ま
え
、

社
会
教
育
施

設
を
会
場
に
、

そ
こ
に

集
ま
る

地
域

住
民
や

教
員
等
に

相
互
の

教
育
が

生
ま
れ
、

コ

ミ

ュ

2012－10　社会教育一／26

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

に

伴
う
新
た
な

価
値
の

発
見

や
意
識
・

行

動
の
変

容
も
促
さ

れ
る
。

そ

の

中

で

社
会

教
育

の

場
と
し
て

機
能
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。

　
マ

キ
ャ

ヴ

ェ

ッ

リ
は
、

『君
主
論

』
の
中
で
、

「
い

か

な
る
事

業
と

い
え

ど
も
そ

の
成
．

否
は
、

参

加
す
る
全
員
が

利
益
を

得
る

シ

ス

テ

ム
を
、

つ
く

れ
た

か
否
か

に

か

か

っ

て

い
る

」
と

述

べ
る
。

参

加
者
各
人

の

ニ
ー

ズ

が

き

ち

ん

と

結
果
的
に

得
ら

れ
た

か
否
か

で
あ
る
。

ソ
ー

シ

ャ

ル

ガ

バ
ナ
ン
ス

で

の
地
域
住
民
参
画

の
学
習
活

動
を
行
い
、

そ
こ

に

社

会
教
育
の

役
割
が

大

い
に

期

待
で
き
る
。

’

ど
も
を

含

む

あ
ら

ゆ
る
年

齢
層

の
自

己

形
成
・

自

己
実

現
を
支
援
し
、

新
し

い
時
代
の

新
し

い
教
育

を

創
造
す
る

こ
と
で

地
域

社
会

の

活
性
化
に

貢

献
す
る
こ

と

が
重
．

要

で
あ
る
。

そ

の
た

め

に
、

ソ
ー

シ
ャ

ル

キ
ャ
ピ

タ

ル

の

創
造
や

地
域
振
興
・

地
域
づ
く

り

を

通
し
て
、

社
会

教
育
関

係
占
の

力
疑
や
努
力
も

希
求
さ

れ
る

【A
C

C
［
S

S

】

価
喬
肖
」
硝
」
、

h

由

民
レ
＼、

b
．

ー

9

8
1
　

　

3

2
ー
リ

　
l

　
ー

　
く

ノ

　
　

ー
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　連載；生涯学習としての
経済・金融学習の展開　第96回
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大
掌
の
妙
…

γ
響

イ
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
経
済
金
融
学
習
講
座

江
戸
川
大
学
公
開
講
座

「
国
際
金
融
最
前
線
」

　
　ー
世
界
経
済
・

日

本
経
済
の

新
た
な
方
向
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
材
／

武
笠

和
夫

1
．

は
じ
め
に

　
現
在

の
低
金
利
時
代
を
生
き

抜
く
た

め
に
、

お

金

の

流
れ
や
変
化
の

兆
し

を

考
え
る
こ
と

は

大
切

な
こ
と
だ
。

現
在
、

世
界
経
済
は
、

リ
ー

マ
ン

シ

ョ

ッ

ク

か
ら

立
ち

直
る

こ
と
が

で
き
ず
、

ギ
リ

シ
ャ

を
発

端
と

す
る

金
融
不

安
が

世

界
を

飲
み

込
ん

で

い
る
。

こ

の

よ
う

な

情
勢
で
、

歴
史

的
円
高
に

見

舞
わ

れ
る
日

本
は
ど
こ

に

進
む

の

だ
ろ
う
か
。

　
そ

ん
な
中
、

国
際
経
済
の

変

動
要
因
を
見

極
め
、

金
融
の

視
点
か
ら
分

か
り

や

す
く
解

説
し
、

経
済

変
動
を

読
む

座
標

軸
を
確
認
す

る

公
開
講

座
が

開
か

れ
た
。

千

葉
県
・

流
山

市
に

あ
る
江
戸

川
大

学
サ
テ
ラ
イ
ト
セ

ン

タ

ー

が

主
催
す
る
一

般
教

養
講
座
の

公
開
講

座

で
、

会

場
に

な
っ

た

流
山

お
お
た

か

の

森
駅

か
ら

徒
歩
－
分

の
ラ

イ

フ

ガ
ー

デ
ン
流
山
お

お
た

か

の
森
2

階

の

サ
テ
ラ

イ
ト
セ

ン

タ
ー

に

は

定
員
20

名
を
超
え

た
27

名

の
熱

心
な

受

講
生
が

集
ま
っ
た
。

　
流
山
市
は
、

千
葉
県
北
西
部
に

位
置
し
、

1

9

7

0

年
代
ま

で
に
流
鉄
流
山
線
や
東
武

鉄
道

野
田
線
、

J

R

武
蔵
野
線
が
市
内
を
通
過
し

て

い
た
が
、

接
続
さ

れ
ず
、

地
域
ご
と
の

つ
な

が

り

が
薄
か
っ

た
が
、

2

0

0

5

年
の
首
都
圏
新

都
市
鉄
道

つ
く

ば

エ

ク
ス
プ
レ

ス

の
開
通
で
、

地
域
が

結
ば
れ
、

流
山
お
お
た

か

の
森
駅
が
市

の
新
拠
点
と
し

て

整
備
さ
れ
た
。

　
今
回

の

公
開

講

座
は
、

江
戸

川
人
学
サ
テ

ラ

イ
ト
セ

ン

タ
ー
と

野
村
讃
券

（株
）
が

共
催

す
る
も
の
で
、

同

社
投
資
情
報
部
が
講

師
派

遣
の

協
力
を
行
い
、

「国
際
金
融

最
前
線
」
1

世
界

経
済
・

日

本

経
済
の

新
た
な

方
向
1
と

題
し
て
、

3

回
シ
リ
ー
ズ

（各
回
90

分

）
で

瓢

「

，確肝

一
甲

薩
タ｛〆

愚勤島
塒＿一一

東武鉄道　流山おおたかの森駅

行
わ
れ
た
。

第
ユ

回
　
4
月
11

日

（水

）
「世
界

経
済
展

望
」

第
2

回
　
4
月
18

日

（水

）
「新

興
国
・

ア

ジ

ア

経
済

展
望

」

第
3

回
　
4
月

25

目

（水

）
「世

界
の
中

の
日

本

」
で
、

各

回

13

　
30

～
15

　
00

の
時
間
帯
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、

筆
者
は
第
2
同

の
講

座
を

取
材

し
た
。

講
座
の
講

師
を

務
め
た
同

社
投
資
情

報
部

の
シ

ニ

ア

フ

ァ

イ

ナ
ン

シ
ャ

ル

プ

ラ
ン

ナ
ー

の
津
田
卓
氏
は
、

「1

同
目

か
ら

熱

心
な

方
に
お

集
ま
り
い
た

だ
き
、

ご

質
問
も

多
か

っ

た

」
と

話
す
。
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金融学習講座の事例
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本
稿
で
は
、

そ

の
講

座
概
要
や

同
セ
ン
タ

ー

の
取
り

紺
み

な
ど
を
紹
介
す
る
。

2
．

「新
興
国
・

ア
ジ

ア
経
済
展
望

」

　

凹国
際

金
融
最
前

線
』
と

題
し

た

公
開

講

座
の
第
2

回
目
で
、

テ

ー

マ
は
、

「新
興
国
．

ア
ジ

ア

経
済
展
望
」
で
あ
る
。

講

座
内
容
は

次
の
通
り
。

　
最
初
に
、

世
界
主
要
国
の
地

域
の
実
質
G
D

P

成
長
率
予
測
や

消
費

者
物
価
予
測
を

説
明

後
、

中
国
・

ブ
ラ
ジ

ル

イ
ン
ド
・

ロ

シ

ア

な

ど

の
新
興
国
G
D
P

成
長
率
を
解
説
し
た
。

　
2

番
目
に
、

対
円
主

要
通
貨
の

推
移
や
主

要

商
品
市

況
の

推
移
、

主
要
中
央
銀
行

の

金

融

政
策

動
向
、

主
要
新

興
国

の

政
策
金
利
、

各
国

政
府
の

総
偵
務
残
高
推

移

（対
G
D
P

比
）
を

解
説
し
た
。

天
然
資
源
の

生
産
量
と

埋
蔵

量
を
説
明
後
、

米
ド

ル

豪
ド

ル
相
場

と

商

品
市
況
や
豪

州
の
ド
要

輸
川
内

訳

（2

0

0
8

年
）
を

説
明
し
た
。

，

磁
1：ト1嚇う誰券（株）投資1情報部　ノニ

ノブイノンン、・ル・プランプ・－

1中氏

　
3

番
目
に
、

ブ
ラ

ジ

ル

の
レ

ア

ル
相
場

の

推
移
や

政
策

金

利
と
イ
ン
フ

レ

率
の

推
移
．

予
想
、

実

質
G
D
P

成
長
率
推
移
、

消
費
者

信

頼
感

指
数
と

実
質
小

売
売
上
高
、

失

業
率

の
推
移
を
説
明
し
た
。

　
4

番
目
に
、

ト

ル
コ

の
リ

ラ

相
場

の

推
移

（2
0
0
6

年
以
降
）
や
鉱
工
業
生
産
の
推
移

を

説
明
後
、

2

0
2

3

年
に

向
け

た
ト

ル
コ

の

動
き
と
し
て
、

2

0

2
3

年
の

建
国
1
0

0

周
年
や
2
0
2
0

年

夏
季
オ
リ
ン

ピ
ッ

ク

開

催
を
目

指
す
立

候
補
都
市
に
な
る
こ

と

を

説
明
し
た
。

　
5

番
目
に
、

中
国

の

実
質
G
D
P
予

測
と

C
P
I

（消
費
者

物
価
指
数
）
の
推
移
、

金

　　　　亀

6餌制■階＝一一

ノ「i

1覧角匹属μ罫

融

政
策
と

景
気

情
勢
の
相
関
、

全
国

人

民
代

表
大
会
の
開
催
、

株
式
と

法
定
預
金
準
備
率
、

都
市
部
と
農

村
部
の
所
得
格
差
、

所
得

階
層

別
比
率
、

産
業
別
雇
用
者
推
移
を

説
明
し
た
。

　
6

番
目
に
、

イ
ン
ド
の

人
口
構

成

の
変
化

や

産

業
別
名
目
G
D

P

及
び

就
業
人
口
、

相

手
国
別

輸
出
入
、

ル
ピ
ー
の
為

替
相
場
を

説

明
し
た
。

　
7

番
目
に
、

イ
ン
ド
ネ
シ

ア

の

人

口
と

国

民
所

得
や
年
齢
別

の

人
口

構
成
、

主
な

天
然

資
源
と

産
業
、

輸
出
入
相
手
国
、

為

替
レ
ー

ト

（ル
ピ

ア

）
の
推
移
を

説
明
し
た
。

　
最
後
に
、

A
S
E

A
N

主
要
国
や
韓
国
、

台

湾
に

お
け
る
有
力

藍
業
や
、

H

本
企
業
ア
ン
ケ

ー

ト

の
中

期
的

有
望
事
業

展
開
先
を

説
明
し

た
。

さ

ら
に
、

A
S

E

A
N
10

力

国

（イ
ン
ド

ネ
シ

ア
・

マ

レ
ー
シ

ア

フ

ィ

リ
ピ

ン
・

シ
ン

ガ

ポ
ー

ル

タ

イ
・

ブ

ル
ネ
イ
・

ベ
ト

ナ
ム
．

ラ

オ
ス
ニ
ミ

ャ

ン

マ
ー

カ
ン

ボ
ジ

ア

）
と
日

中
イ

ン
ド
の
人

口

比
較

（2

0
1
0

年
）
を
行

い
、

中
で

も
生

産
年

齢
人

目

の

比
率

（15

～

劔

歳
〕

の
比
較
に
着
1
1

し

た

　
A
S
E

A
N
川
田
川

m

力

国

の
名
1
1

G
D
P

内

訳

一
2

0
1

0

」牛
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ノ
　
ラ
　
　
セ
ヒ
　
　

ソ
、

A
S
E

八
N

H
ノ

い
び
ノ

ー
一

2

0
1
0

・
弓
、

を
説
堀
し
、

」

「
万

人

以
」

の
人

日

の
f

ン
ド

不

シ
判
㌻
げ
ビ

ン
・

べぶ
ム
・

ギ
な

渥

の
田
が
ヘ
ノ

後
楽
L

み
な
消
費
レ
臼

に

な
る
と
詰

ノ
r

穐

b
I
I

　

た

コ〔〕／⊇ 6r 1
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江
戸
川
大

学
サ
テ
ラ

イ
ト
セ

ン

タ
ー
と

企
業
と
の
協
働

　
江
戸

川
大
学
で
は
、

「人
間
と
し
て

の
優
し

さ

に
満
ち
、

普
遍
的
な
教

餐
と
時

代
が

求
め

る

専
門

性
に
よ
り
社

会
貢
献
で
き
る

人
材
の

育

成
」

を
目
指
し
、

教
育

理
念
を

「
人
間
陶

冶
」
と

す
る
。

サ

テ

ラ

イ
ト
セ

ン

タ
ー
は
、

2

0

0

8

年
に
、

そ

れ
ま

で
J

R

柏

駅
に

あ

っ

た

「
エ
ク

ス

テ
ン

シ
ョ

ン

セ

ン

タ
ー
」
を

流
山
市

の

流
山
お

お
た

か

の

森
駅
に

近

接
し

た
ビ

ル
の
2

階
に

移
設
し
た
。

「互
学

互
教

」

を

理
念
と
し
、

講

師
と
受
講

生
が

共
に

学
び

合
う
楽
し

み
を

分

か
ち

合
え
る

セ

ン

タ
ー
運

営
を
進
め
る
。

そ

の
中
で
、

地

域
住
民

の

公江戸川大学サテライトセンター

開
講

座
と
し
て

一
般
教
養
講

座
や
語
学
講
座
、

一
般
公
開

授
業
を
行
う
。

さ

ら
に
、

社
会
で

様
々
な

経

験
を

積
ま

れ
た
人
や
．

芸
に
秀

で

た
人
、

特
定
テ

ー

マ
に

通
暁
さ

れ
た

人

な
ど

で
東
葛
飾
地
域
に

住
む

人
た

ち
を
講
師
に

迎

え
、

特
別
講

義
を
行
う

「百
人

一
講

」

シ
リ

ー

ズ
も
行
な
っ

て

い
る
。

　
野
村
謹

券

（株
）柏

支
店

フ
ァ

イ

ナ
ン

シ
ャ

ル

ア

ド

バ
イ

ザ
ー

課
の
澤
西
由
秀

課
長
は
、

「今
回

の

金
融
講
座
は
、

昨
年

の
4

月
に

同

様

に

組
ま

れ
て

い
た
が
、

東
日
本

大
震
災
の

影

響
で

で
き

な

か

っ

た
が
、

今
回
一

回
目
を
実

現
で
き

て
良
か
っ

た

］
と

話
す
。

　

セ
ン

タ
ー
の
濱
田

逸
郎
所
長
は
、

「シ
リ
ー

ズ

の
講
義
を
通
し
た

学
び

合
う

楽
し

み

の
中

で
、

地

域
社
会
に

活
き

活
き

と
し
た

「知
の

循
環
』
が

生
ま

れ
る

こ

と

を

期
待
し

た

い

」

と

述
べ
る
。

今
回
の
講
座
参

加
者
の
内

訳
は
、

男
性
21

各
、

女
性
6
名

の
計
27

名
で
、

男
性

の
参

加
者
が

圧
倒
的
に
多
か

っ
た
。

セ

ン

タ

ー

事
務
室
の

坂
井
卓
行
係
長
は
、

「第
．

一の
人

生
を

楽
し
も

う

と
さ
れ
る

方
々

の
資

産
運

川
・

財

産
運
用

の
学

習
に

な

れ

ば
よ

い

」
と

話
す
。

坂
井
氏
に

よ

れ
ば
、

今
回

の

野
村

讃

券
と
協

働
し

た

講

座
の
受

講
生
募
集

の

広
報

で
は
次
の

活
動
を
行
っ
た
。

（ア
）
以
前
に
他
の

公
開
講

座
に

参
加
し
た

受

　
講
生

へ
の

『春
期
公
開
講

座

（4
～
9

月

）
』

　
の
冊

子

（パ
ン

フ
レ
ッ

ト

）
配
布
　

ダ

イ

　
レ

ク
ト

メ
ー

ル
や

メ
ー

ル
便

で
送
付
の
他
、

　
近
隣
の
律．

涯
学
留

セ
ン

タ
ー

に

も

広
報
川

　
に

送
付

（イ

）
鉄
道

車
内
広
告
欄

へ
の

掲
示
　

東

武
野

　
田

線
や

つ
く

ば

エ
ク

ス

プ
レ

ス

の

車
内
広

　
告
欄
に
ー
カ

月
間

掲
示

（ウ

）
朝
刊

の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

で
の

配
布
　

　
二
社
の

新
聞
の
朝
刊
で

近
隣
の

市

（流
山

　
市
を
含

め
柏
市
・

野
田
市
・

三

郷
市
な
ど

）

　
の
家

庭
に

配
布

（エ
）
流
山
市
の
広
報
誌

『広
報
な
が

れ
や
ま

』

　
に

掲
載
　
．

ま

と

め

に
し
て
情
報
提
…

供

　
こ

の

よ
う
な

広
報

活
動
を

実
施
し
、

熱
心

な

受

講
生
が
多

数
集
ま
っ
た
。

4
．

筆
者

の
視
点

　
好
奇

心
を

呼
び
覚
ま
し
、

新
し

い

「知
の

楽
し

み

」
に

幽
会
う
た

め

の

公
開
講

座
で
は
、

自

己
を

よ
り

よ
く
振
り

返
り
、

個
々

人

が
自

分
ら
し
く

楽
し

く

生
き

て

い
く
ビ

ジ
コ

ン

を

持

つ
必

要
が
あ
る
。

フ

ラ
ン

ス

の
哲

学
者

の

デ
カ

ル
ト
は
、

「経
験
と

い
う
も

の
は
、

人

の

知
識
が

進
め
ば
進
む

ほ
ど
、

そ

の

必
要

性
を

感
じ

さ

せ
る
も

の

で
あ
る
」
と

い
う

よ
う
に
、

生
涯
学

習
を
通
し

て

健
康
と
生
き

が
い
、

経

済
・

金
融
学

習
を

バ

ラ
ン
ス

よ
く
保
ち
な

が

ら
、

楽
し

く

生
き

て

い
く

生

活
設
計
を
立

て

る
“
学
び
”

が

必
要
に
な
る
。

　
そ
こ
で
、

そ

の

よ
う
な

公

開

講

座
で

の
講
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師

選
び
が

人
切
に
な
る
。

公

民
館
や

生
涯
学

留
セ

ン

タ
ー

な
ど
の

行
政
も
し
く

は

特
定

の

目

的
を
持
っ

た
N
P
O

の

よ
う
な

学
習
支
援

機
関
の
特
徴
は
、

講
師

候
補
者
も
学
習

希
求

者
も

組
織
内
に

は

内

包
せ
ず
、

純
粋
に

講
師

（左から）江戸川大学サテライトセンター事務室　山名明美さん、請師．津

田卓氏、野村燈券（株）柏支店　ファイナンシャル・アドバイザー課　澤西

由秀課長、江戸川大学サテライトセンター事務室　山崎弓子さん

1人学リテシイトセンター串務室

　
候
補
者
と

学
習
希
求
者
と
を

結
び

つ
け
る

マ

　
ッ

チ
ン

グ

機
能
を
発
揮
し

な
く
て

は

な
ら
な

　
い
。

学
習
支
援
機
関
は
、

講
師

候
補
の

教
育

　

シ
ー
ズ
を

キ
ャ
ッ

チ
し
、

学

習

希
求
者
の
学

　
習
ニ
ー
ズ
も

捕
捉
し
な

が
ら
、

講

座
開

発
な

　
ど

の
学
習

提
供
を

進

め
る
必
要
が
あ
る
。

マ

　
ッ

チ
ン

グ

が

上
手
く

い
く

か

ど
う
か
は
、

教

　
育
シ
ー
ズ
と

学

習
シ
ー
ズ

に

関
し

て

正
確
な

　
情
報
収
集
が

で
き

る

か

ど
う
か
に
掛
か
る
。

　
　
ま
た
、

自

治
体
の

公
民
館
や

生
涯
学
習
セ

　
ン

タ
ー
の
場
合
、

全
て

の

地
域
住
民
を

潜
在

　

的
な

学
習
希
求

者
と
し
て

想
定
し
、

よ
り
普

　

遍
的
な
、

誰
に

で
も

受
け
入

れ
て

も
ら
え

る

　
講

座
企
画
が

検
討
さ
れ
る
。

そ

の
際
、

マ
ッ

　

チ
ン

グ

が

難
し

く

な
る
が
、

教

育
シ
ー

ズ
側

　
と

学
習
シ
ー

ズ

側
に

有
効
な

テ

ー

マ

で
あ

れ

　

ば
上
手
く
機
能
で
き
、

参
加
者
も
増
え
る
。

ー

　
こ

の

よ
う
に
、

テ
ー

マ

が

土
手
く
学
智
希

　
求

者
の
ニ
ー
ズ

に
合
い
、

広
報
活
動
で
地
域

　

住
民
に

周

知

で
き

れ
ば
、

同
セ
ン
タ
ー
が

開

　

講

す
る
「
百
人
．

講

」

シ
リ
ー
ズ

の

よ
う
に

　

受
講
生
も
増
え
る
、

ヘ
ノ

後

の
新
た
な

　
勾
を

　

楽
し

む

　
講

座
の

「

学
び
」

に

期
待
し
た

い
、

級
1
1
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